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「ヴェルジ城主の奥方」（1）研究
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     Essai de la Morphologie Historique de  l' Ancien  Francais 
 —Etude Linguistique de "La Chastelaine de  Vergi" —

 Heiji Shinogui 

 Resume 

 La riche flexion casuelle latine a six cas se  reduit en latin populaire a deux cas. Cet 
 ecroulement de la  declinaison latine qui  s'  explique par des raisons  a la  fois  phonetiques 

et syntaxiques  amenera le developpement analytique de la langue par l'emploi des 
regimes  prepositionnels. 

 Quant aux verbes latins, les formes  synthetiques de  la voix passive aux temps de 
l'infectum laisse la place aux formes analytiques, et ont disparu  a la voix active de 
nombreuses formes. 

 On a  cree, en revanche, des temps composes proprement dits, le futur et le  neo-conditionnel 
a l'aide de l'auxiliaire habere. 

 Sur la formation de ces divers paradigmes nominaux ou verbaux agissent fortement 
de  differentes analogies pour  etablir la  solidarite des traits linguistiques, modifiant les formes 
disparates  creees par d'importantes evolutions  phonetiques, et alignant les minoritaires 
sur les majoritaires, sans toujours y parvenir.  II s'agit d'un fait de ce qu'on appelle 

 l'economie paradigmatique ou la pression du  systeme. 
 Etant  donne que ce seul texte est, bien entendu, loin de comporter tous les faits 

morphologiques qu'on pourrait souhaiter, on a  ete, faute d'examples, oblige de  suppleer, 
si  necessaire, les paradigmes par les formes franciennes  attestees ailleurs.

 六つの格変化をもつラテン語の豊かな屈折は俗ラテソ語では二格に縮減される。音韻論と統辞論

上の理由に基づ くこのラテン語の語尾変化の崩壊は前置詞を伴 う被制格用法による言語の分析的発

達をもたらすことになる。

 ラテン語の動詞に関 しては,受 動態の未完了時制の総合的語形は分析的語形に変容し,能 動態で

は数多くの語形が消失 して,い わゆる複合時制や未来と条件法が新 しくつ くられた。

 これ らの名詞或は動詞の様 々な屈折の形成には各種のアナロジーが強 く作用 して,常 に首尾よく

その目的を達す るとは限らないが,少 数の型を多数の型に統一 して,言 語的な特徴の連帯性を確立

(1) La Chastelaine de Vergi,  poeme du  XIII  siecle,  edite par Gaston Raynaud, CFMA, Champion, 
 4e  ed., 1972.



しようとする。これがいわゆる範列の経済或は系統の圧力と呼ばれ るものである。

 この一篇の詩によるだけでは勿論形態論の事項を網羅することは望むべ くもないので,必 要な場

合は,そ の欠如を他のテキス トに例証されているフランシアンの語形によって補わざるを得ない。



古 フランス語形態試論

冠 詞

Ⅰ 不定冠詞

        m.s. f.s. 

CS  uns(1)  une(3) 

CR  un(2)  une(4)

 古 フ ラ ンス 語 で は,一 般 に 実 詞 が 不 確 定 な 内容 を 意 味 す る とき は,不 定 冠 詞 は 用 い られ な い 。 テ

キ ス トに も不 定 冠 詞 不 在 の 状 況 は 顕 著 であ り,そ の用 例 は27例 に限 られ,し か もす べ て単 数 で あ り,

un（CS pl.）, uns（CR pl.）, unes（CS・CR f. pL） は 現 わ れ な い。

Ⅱ 定冠詞

    m.s. f.s. m.pl. f.pl. 

CS  li la  li les 

CR le la les les

 定冠詞も漠然と不確定な意味を表わす実詞や,限 定されることのない一般的な意味をもつ実詞に

は用いられない。 しか し,そ の用例は310を 超え,不 定冠詞に比べて定冠詞の頻度は著 しい（5）。

 母音で始 まる実詞の前で,男 性単数の被制格le（6）,女性単数の主格la（7）と被制格la（8）に母音字省略

が生 じる。主格男性単数の1iに は一般に母音字省略は起こらないが（9）,不定代名詞enの 前では母

音が省略され る（10）。

 子音で始 まる語の前では,定 冠詞はa,de, enな どの前置詞と結合して縮約形を成す。

 a+le>auo.QÚ H³H³QÛ  
 a+  les>ausoQÚ H³H´QÛ . 

 de+  le>deloQÚ H³HµQÛ ,  duQÚ H³H¶QÛ .

（1） Cf. v.13,456（2）.

（2） Cf. 19, 30, 33, 34, 58, 71, 294, 322, 389, 395, 433, 880, 897, 937.

（3） Cf.727.

（4） Cf.294,390,553,567,667,726,749,896.

（5） 被 制 格 の 用 例 は 主 格 の 用 例 の ほ ぼ 倍 数 で あ る （200／110）.

（6） Cf.150,270（2）,322（2）,451,464,473,477,653,899,929,936.

（7） Cf.260,308,890。

（8） Cf.6（2）, 16,24,226,309,333,334,420,655（2）,846,913,920,939.

（9） 一 つ だ け 例 外 が あ る:1'afere 907.

（10） Cf.252,289,525,951.

（11） Cf.105,127,217,278,293,378,381,383,388,458,465,468,509,510,531,560,571,665,

  696, 846, 856, 869, 883, 904, 912, 946.

（12） Cf.308,439,722,728,849,874.

（13） Cf.348,691,713.

（14） Cf.127,281,285,296,308,358,381,471,487,567,651,718,728,874,896,908,912.



 de+  les>deQÚ H³H·QÛ . 
 en  +  le>elQÚ H³H¸QÛ ,  ouQÚ H³H¹QÛ . 

 en  +les>es.

 実 詞                            '

 古フランス語の実詞は,ラ テン語か ら主格 と被制格,単 数と複数の屈折だけを受け継いでいる。

 Ⅰ 男性名詞

1.

 s.  pl. 

CS  chevaliers(1) chevalier 

CR  chevalier(2) chevaliers

 主格単数 と被制格複数に -s（-z）が現われ る。男性名詞では,こ の屈折を示す ものが圧倒的に多

い 。

Dieus 91 / Dieu 101, cuers 301 / cuer 50, amis 674 / ami 878.

実詞化された不定詞も,こ の屈折に属す る。

Decouvrirs 954, celers 955.

語尾 -sの前では,語 幹の最後の子音が消失する。

 Gas 8 / gab, dus 111 / duc 45, chienes 654 / chienet 34, sans 690 / sanc, depors 

751 / deport 435, delis 751 / delit 518, confors 752 / (des)confort 188.
語 幹 の 後 の 子 音1は,-sの 前 でuに 母 音 化 す る。

 Ieus 308 / ueil, maus 527 /  mal 891.
Deus 156／duel 114で は, dueusの 最 初 のuが 消 失 し単 純 化 され て い る。

屈 折 語 尾-sは 語 末 の 歯 擦 音 と共 に破 擦 音 〔ts〕を 生 じ,-zと 綴 られ る。

 Moz 59(3)  / mot 496, escondiz 206 /  escondit(4), samblanz 297 / samblant 49, amanz 

937  /amant 12.
この -zの書法は,被 制格単数や主格複数の歯擦音が消失 してしまう場合も同様である。

Piez 922  /  pie(<piedem).

更に,語 源の語幹が子音に支えられて鼻音で終る場合も 一zと綴 られ る。

Anz 456  / an (<annum).

2..

 s. pl. 

CS arbre arbre(6) 

CR  arbreNQÚ H·QÛ  arbres

（15） Cf.297,925,957.

（16） Cf.652,725,730,919.

（17） Cf.301.

（1） Cf.43.        （2） Cf.382.

（3）但 し,被 制 格 複 数 にmos 882の 例 が あ る 。

（4）v.196で は,主 格 で あ りなが ら被 制 格 の 語 形 と混 同 され て い る。

（5） Cf.389.

(6) Cf. membre 79(CR  pl.)



 単 数 形 で は 二 格 が 同 形 で あ り,屈 折 語尾 -sを 欠 く。 この 変 化 を 示す もの は,そ の 他,membre

な ど数 少 な い 実 詞 に 限 られ る。

3.

 1）

 s.  p1. 
CS  sire(s)(<*seior)(7) seignor 
CR seignor(<seniore)(8) seignors

 ラテン語のアクサンが移動するために単数では主格と被制格が異なる語形 となり,第 一の変化と

のアナロジーによって主格単数に -sが現われることが多い。

 Traitres 201 / trahitor 124, compains 361 / compagnon, trichierres 578 / tricheor, 
 enquerierres  -/  enquerreor(9).

2）

 s.  pl. 
CS       cuens(<comes)  conte(<*comite) 
CR  conte(<comite)(10)  contes(<comtes)

 主格単数では二重母音化が起 こるのに対 して,そ れ以外では次末音節の無強勢母音が消失 し,強

勢母音が拘束母音 となって二重母音化を阻まれ,二 つの異なる語形を成す。

 Homo, homine, homini, hominesか らはhuen, home, home, homesが 生 じるが,主 格単

数にhom 115の 語形がある。

 Ⅱ 女性名詞

 女性名詞の複数形は,ラ テン語の中性複数形に由来する女性名詞を除けば,す べて主格と被制格

に屈折語尾 -sをとる。

 1.

 s.  p1. 

CS chambre chambres 

CR  chambreo(11) chambres
-eで終 る女 性 名詞 は 主 格 と被 制 格 が 同形 で あ り

,単 数 は -e,複 数 は -esと な る。

 Terre 170, chose 202, contree 229, garde 234, novele 338, tables 699, caroles 703, 

paroles 704, pucele 873, espee 896.

2.

 s.  p1. 

CS  veritez(12) veritez 

CR  verite(13) veritez

主 格 単 数 に 屈 折 語 尾 -sを と り,-sが 歯 音 に 続 く場 合 は 複 数両 格 と同様 に,-z〔ts〕の語 尾 とな る。

(7) Cf. 187. (8) Cf. 226. 
(9) Cf. enquereors 957(CR  pl.) 
(10) Cf. 76. 

 (11) Cf. 701. 
(12) Cf. 648, santez 780(CS s.) 
(13) Cf. 656.



その他,こ の変化に属する実詞には次の語がある。

 Corz / cort 47, parz / part 92, beautez /  beaute 157,  leautez /  leaute 158, foiz / foi 

161, genz / gent 320, resons 436 / reson 59, mains / main 853.

 Cort 935は 主 格 であ るが,被 制 格 の 語 形 で あ る。 この よ うに 被 制 格 の 語 形 が 主 格 に 現 わ れ た り,

主 格 の 語 尾 -sが被制 格 に 現 わ れ た りす る こ とが あ る。女 性 名 詞 が 一 般 に単 数二 格 に 於 て 同形 とな る

傾 向 で あ る。

 Amorは 愛 の神 の意 味 で は 主 格 と被 制 格 が 同 形Amors 439,443と な り,そ の 他 の 場 合 は主 格

単 数 はamor 11,26,27,950;被 制 格 単 数 も一 般 にamor 16,27,163だ が, amors 958も あ る。

しか し,前 置 詞 句 で はpar amors 262な どの よ うにamorsと な る。 これ はlongues 452な ど

と同 様 に,い わ ゆ る副 詞 の 一sと も考 え られ る。

 な お,こ のamorが 後 に 男 性 名詞 とな るの は ラテ ン語 の影 響 で あ り,特 にAmorが 男 性 で あ っ

た た め で あ る。

 主 格 単 数riens（14）のは規 則 的 だ が,被制 格 単 数 に はrien（15）とriens（16）の両 形 が 現 わ れ る。 De riens

415,783,sor toute riens 283な ど の前 置 詞 句 に は副 詞 の語 尾 -sが認 め られ る。

 3.

 s.  p1. 
CS  suer(<soror)(17) serors 
CR  seror(<sororem) serors

主 格 単 数 に -sを と らず,ア クサ ンの 移 動 に よる格 変 化 を 示 す 。

4. ラテ ン語 の中 性 複 数 形 に 由 来 す る 女 性 名 詞 は,複 数 形 が -eであ る:Doie 78.

Ⅲ 不 変 化 名 詞

語 幹 が -s又は -zで終 る名 詞 は,男 性 ・女 性 名 詞 と も主 格 ・被 制 格,単 数 ・複 数 の 変 化 が な い。

 Pais 7, ris 8, vis 69, tens 129, solaz 285, braz 286, vers 294, cors 301, pas 315, sens 

352, voiz 422, mois 455, uis 473.

形 容 詞

形 容 詞 は 格,性,数 の 変 化 を 示 す 。

1. 男 性 形 で は主 格 単 数 と被 制 格 複 数 に -sをと り,女 性 形 で は 単 数 両 格 に -e,複 数 両 格 に -esを

 と る。

    m.s. m.pl. f.s. f.pl. n. 

CS  hauz(1) haut 
 haute(3) hautes haut 

CR haut(2) hauz

屈 折 語 尾 -s,-eが 付 加 され て,語 幹 の 音 韻 や 書法 が 変 わ る こ と もあ る。

（14） Cf.42,208,747,781,843.

（15） Cf.38,153,207,251,259,365,428,591,876.

（16） Cf.196,206,210,237,283,353,415,442,601,657,783,906,954.

（17） Cf.613.

（1） Cf.115.        （2） Cf.63.

（3） Cf.86.



CS  m.s. CR  m.s.  f.s. 
hardiz(is) hardi 19 hardie 
biaus 60 biau 511 (bel 693) bele 613 
nus 115 nul 268 nule 320 

 lons lonc 128 longue 403 
droiz 140 droit 98 droite 
mariz 205  mari 12 marie 99 

pensis 306 pensif pensive 551 
liez(lies) lie 312  liee 
couvers 390 couvert couverte 
fins 439 fin 243 fine 241 

 fous fol fole 581 
dolenz dolent dolente 731 
mors 900 mort 932  morte 872

語 幹 が -s（-z）で 終 る場 合 は,男 性 形 は 変化 しな い。

 Dous 296 (CR  m.s.), douz 411 (CS  m.s.), 300 (CR  m.pl.) / douce 541 (CR  f.s.), 828 

(CS f.s.).
 Mauves 302, cortoise 886も こ の 型 に 属 す る 。

 Cointes 43（cointe 707）, quites 122で は,男 性 形 で も 語 幹 がeで 終 る が,こ れ ら の 形 容 詞 と の

ア ナ ロ ジ ー に よ っ て,男 性 形 の 語 幹 が 子 音 で 終 る形 容 詞1ars／larc／largeな ど もlarges／large

389（CRm.s.） と な っ た 。

 2.

    m.s.  m.pl. f.s.  f . pl. n. 

CS  granz grant  grants(5) 
 granz  grant 

CR  granto(4)  granz  grant(6)

 女 性 形が -eを持 た な い形 容詞 は,男 性 形 で は主 格 単 数 と被 制 格 複 数 に -s（-z）を と り,女 性 形 で

は 複 数 の 両 格 が -s（-z）とな る。

 Preus 60 (CS  m.s.) / preu 19 (CR  m.s.), loiaus 162 (CS  m.s.) / loial 887 (CR  f.s.), 
teus 447 (CS m.s.) / tel 165 (CS  f.s.).

 上 記 の女 性 形telに 対 してtele 65（CS f.s.）, tele 228,303（CR f.s.）の 例 が あ り,女 性 形 が -e

で 終 る第一 変 化 との アナ ロ ジ ーに よ ってtelがteleに 代 っ て行 く過 程 をみ る こ とが で き る。しか

し,女 性 単 数 の両 格 でtelに 対 してteleが 現 わ れ る頻 度 は,複 合 形itel 573（CR f.s.） と複 合

形 の 不 定 代 名 詞autele83（CR f s.） を含 め て,24例 中4例 に 過 ぎな い 。

 女 性 形 で -eが 一 般 化 す る の は16世 紀 だ が,近 代 語 で もgrand-mere, avoir grand-faim（cf.

grant faim 408） な どは 古 フ ラ ンス語 の 名 残 りで あ る。 な お,近 代 語 の 女性 形grandeのdは

grandeurに 由 来す る。

3.

m.s. m.pl. f.s. f.pl.

（4） Cf.57.

（5） Cf.11,82.      （6） Cf.17.



CS fel  felon 
                           felone felones 

CR felon  felons(7)

男性主格単数の語幹が他の語幹 と異なる。比較の意味を表わす形容詞が この変化の型に属する。

 Mendre / menor / mains 162 (neutre), graindre(s) / graignor 532, mieudre(s) / meillor 

886 / mieus 805(neutre).

副 詞

古 フ ラ ンス 語 の 副 詞 に は,そ の 形 態 素 を 欠 くもの と -sや -mentの 形 態 素 を 備 え る もの とが あ る。

1.形 態 素 を 欠 くも の。

 Bien 37, ainsi 40, mie 74, tant 102,  si 107, hui 126,  pieca 135, mout 141, or 344, 
nenil 348, iluec 388, ci 417, issi 430, tantost 479, trop 482, la 508, ausi 602, ainc 625, 

ja 668, autresi 799, trestout 927.
 な お,petit 450, chier 534, tout 911, droit 915な ど は 形 容 詞 の 中 性 を 副 詞 と し て 用 い た も の

で あ り,errant 111, maintenant 113な ど は -antの 語 形 か ら副 詞 に 転 化 し た も の で あ る 。

 2. 本 来 語 尾 に -s（-z）を も つ 副 詞 。

 Mieus 307, mais 494, leenz 524, orainz 531, ainz 546, plus 548,  aincois 664, neis 775, 
sus 873, jus 874, hors 901, puis 940.

Aillors 131, donques 350, ilueques 430, trestoz 725な ど は,上 記 の 本 来 -sを もつ 副詞 と の

ア ナ ロ ジ ーに よ って 現 わ れ た 語 形 で あ り,certes 156, longues 452, primes 764の -sは 各 々 ラ テ

ン語 の 女性 対 格certas,longas, primasに 由来 す る。

3.女 性 名 詞mensの 奪 格menteに 由来 す る -mentは 形 容 詞 の 女性 形 に つ くの で,二 つ の

  型 が あ る。

1） -eで終 る女 性 形 容 詞 に接 尾 辞 -mentが 付 加 され た 語形 。

 Longuement 40, hautement 77, vraiement 220, celeement 319, bassement 660, simple-

ment 709, vilainement 768, doucement 791, angoisseusement 837, nommeement 931.

2） 一 方,－mentが 一eで終 らな い 形 容 詞 につ く場 合 は,形 容 詞 の 語 末 の 子 音 とmが 重 な るた め

 子 音 が 消失した, り.子 音 が 母 音 化 した りす る。

Forment 107, leaument  822(1).

なお,接 尾 辞 -mentは 副 詞 に つ くこ と もあ った。

 Com  +  ment>comment 290.

4. 副 詞 句

 前 置 詞 十 実 詞 に よ って 副 詞 句 を成 す 場 合が 多 いが,そ の 他 様 々な 結 合 が み られ る。 二 つ の要 素 が

接 合 して一 語 とな る こ と もあ る。

 1） 前 置詞 ＋実 詞:Par tens 143, a jor 331, anuit 368.

 2） 前 置 詞 十形 容 詞:Ades 284.

 3） 前 置 詞 十副 詞:Aval 310, atant 550, adonc 565.

（7） Cf.957.

（1）第 二 変 化 の形 容詞 の女 性 形 が 第 一 変 化 との アナ ロジ ーに よ っ て -eの 語 形 とな った た め に,中 代 フ ラ ン ス

 語 で はgrandement, fortement, loialementが これ ら の語 形 と 共 存 す る こ とに な る。



4） 形 容 詞 （＋冠 詞 ） ＋ 実 詞:Isnel le Pas 87, toz jors 493.

5） 副 詞 十 副 詞:Ja mes606.

6） 冠 詞 十 副 詞:L'endemain 150.

代 名 詞

Ⅰ 人 称 代 名 詞

1.一 人 称 と二 人 称

 s.  p1. 
 1re 2e  1re 2e 

CS  je(1)  tu(4)  nous(7)  vous(8) 
CR tonique moi(2)  toi(5) 

                            nous vous(9) 
CR atone  me(3) te(6)

 全ての人称を通 じて主格は本来強勢形であったが,か な り早い時期に無強勢形として機能するこ

とになる。

 一・二人称では性の弁別がなく,被 制格の単数形では強勢形 と無強勢形が対立するが,複 数形で

は同一形である。

 一人称の主格には母音省略が起 こることもあ り （cf.114）,起 こらないこともあ る （cf.822）。

なお,g'の 例 もある （cf.822）。

 Me, teは 被制格の無強勢形の直接 目的補語（1）と目標,帰 属,利 害関係を表わす補語（2）に用いら

れ,各 々母音省略がある。

 2.三 人称

        m.s.  m.pl. f.s. f.pl. n. 
CS  il(10)  il(14)  ele(el)(118)  eles(22)  il(25) 
CR tonique  lui(11)  aus(eus)(15)  li(19)  eles(23) 
CR atone 1  li(12)  les(16)  la(20)  les(24)  le(26) 

     2  1  i  (4  1007)  lio  for

（1）je＜ego, cf.66.     （2）moi＜ 強 勢 形me, cf.92.

（3）me＜ 無 強 勢形me, cf.91. （4）to＜tu

（5）toi＜ 強 勢 形te       （6）te＜ 無 強 勢形te

（7） nous＜nos                （8） vous＜vos, cf.60.

（9） Cf. 65,158.                （10)  il〈illf, cf. 14.

（11） lui＜ ＊il1ui, cf. 25.          （2)  le＜illti, cf.

（13）li＜illi, cf. 22.

（14）il〈illi, cf.6. 三 人称CS m. pl.のilに アナ ロ ジ ーに よ るsが 付 加 され るの は14世 紀 初頭 で あ る。

（15）三 人 称CR m. pl.の 強 勢 形 に は, aus, eus（ ＜illos） の二 つ の語 形 が み られ る。 Cf.4,653.

（16）1es〈ill6s

（17）三 人 称CR p1.の 第 二 形lor（ ＜illoru） に は,13世 紀 か らleurの 語 形 が 共 存す る。

（18）三 人 称 のCS f. s.のele（ ＜ilia）28に 代 ってel 53が 現 われ る こ とが あ る。 Eleは13世 紀 後 半 か ら

 CR f.s.の 強 勢liに 代 って用 い られ る。

（19）li＜＊illei, cf. 741.         （20） la＜illa, cf. 247.

（20）Cf.111.             （22）eles＜ ＊illas

（23） eles＜illas, cf. 702.       （24）1es〈illas

（25）中性 のil 4は 男 性 形 との アナ ロジ ーで あ る。

（26）le＜＊illu



 そ の 他,三 人 称 で は 被 制 格 と して 主 語 と同一 人 物 を表 わ すse（ ＜無 強 勢 形se）33, soi（ ＜ 強 勢

形 se）120が あ り,代 名 動 詞 の 用 法 に 於 て 被 制 格 の1,2と して 機 能 す る。

 Le, laに は 母 音 の 省 略 が あ り （cf.48）, je, ne, seな どの あ とで -1に縮 約 され る。 Cf. jel 320,

nel 754, se1126.

 三 人 称 の 不 定 代 名 詞on 215は 実 詞 （li）hom（CS s.）115が 代 名 詞 化 した もの で あ り,定 冠 詞

を伴 う こ とが あ る。Cf.252.

 場 所 を示 す 副詞en（ ＜inde）8,とi（ ＜ibi）5も 一 種 の 無 強 勢 代 名 詞 と して機 能 す る。

 Ⅲ 所 有 詞

 古 フ ラ ン ス語 の 所 有 詞 は,所 有 冠 詞 と所 有 形 容 詞 に 分 類 され る。 所 有 冠 詞 は無 強 勢 形 で あ り,冠

詞 の 如 く機 能 し,冠 詞 と共 に 用 い られ る こ とは な い 。 所 有 形 容 詞 は 強 勢 形 で あ り,品 質 形 容 詞 の如

く機 能 し,本 来 の 冠 詞 や 指 示 冠 詞 と共 に 用 い られ る こ と もあ り,代 名 詞 の機 能 も果 す 。

 1.所 有冠 詞

 1） 単 数 人 称

       m.s.  m.pl. f.s.  f.pl. 

 1re CS  mes(1)  mi(7) 
 mao(13)  mes(14)

  CR mon(2)  mes(8) 

2e CS  tes(3)  ti(9) 
 ta(14)  tes(17) 

  CR  tono(4)  tes(10)

3e CS  ses(5) si(11) 
 sa0  ses(1$   C

R  son(6)  ses(12)

 2） 複 数 人 称

 一 ・二 人 称 で は被 制 格 男性 複 数 と女 性 両 格 の複 数 にnoz, vozが 用 い られ る他 は,す べ てnostre,

vostreで あ り,三 人 称 で は あ らゆ る場 合 にlorが 用 い られ る 。

Nostre 810(CR m.s.), 814(CR f.s.) ; vostre 361(CS m.s.), 615(CR m.s.), 89(CR f.s.),

（1）mes〈meus, cf.601.但 し,主 格 であ りな が らmonが 用 い られ る例 があ る。 Cf.406,411,750.

(2) mon<meum,  cf. 93. 
(3)  tes<tuus (4) ton<tuum 
(5) ses<suus, cf. 187. (6) son<suum,  cf. 517. 
(7) mi<mei (8) mes<meos, cf. 806. 
(9) ti<tui  (10) tes<tuos 

 (11) si<sui, cf. 179.  (12) ses<suos, cf. 286. 

 (13QÛ  ma<mea, cf. 170(CR), 750(CS).
 女 性 単 数ma, ta, saは,母 音 で 始 まる語 の前 で母 音 字 省略 が起 こる。 Cf. S'amor 23, s'amie 180,

m'ame 211, m'esperance 407.

 な お,母 音 で始 ま る語 の前 にmon, ton, sonの 語 形 が 現 わ れ るの は,13世 紀 後半 に な って か らで あ る。

 (14)  ta<tua 
(15) sa<sua, cf. 37(CR). 

 (16) mes<meas, cf. 412 (CS), 806(CR). 
 (17) tes<tuas 

(18) ses<suas, cf. 356 (CR).



369 (CS f.s.) ; noz 769 (CR f.  pl.).

 2. 所 有 形 容 詞

 1） 単 数 人 称

 強 勢 形 の 男 性 被 制 格meum＞mien, tuum＞tuen, suum＞suenか ら新 しい主 格miens, tuens,

suensと 複 数 形 が つ く られ た（19）。

 女 性 形 はmoie＜mea, toe＜tua, soe＜suaで あ る。

 所 有 形 容 詞 の 用 例 と してli miens cuers 639,773;属 詞 形 容 詞 と してmiens 789,所 有 代 名 詞 と

してle suen 798が あ る。

 2） 複 数 人 称

 所 有 冠 詞 と同 様 の 語 形 変 化 で あ るが,二 人 称 主 格 単 数 にli vostres 783が 現 わ れ る。

 そ の他,所 有 形 容 詞 と してles voz penssez 604が あ る。

 Ⅲ 指 示 詞

 Cistとcilは 実 詞 を伴 って 指 示 冠 詞 と して 用 い られ る が,指 示 代 名詞 と して も機 能 す る。 な お,

中 性 のce（ ＜＊eccehoc） は 指 示 代 名 詞 と して の み 用 い られ る。

 1）cist

 m.s.  m.pl.  f.s.  f.pl. 

    CS  cast(1')  cast(4) 
                                             ceste(6) cestes(cez)(8) 

    CR 1 cest(2)  cez(5) 

  CR 2  cestui(3)  cesti(7) 
2)  cil 

        m.s.  m.pl. f.s.  f.pl. 

   CS  cil(9)  cil 
 cele(13)  celes(15) 

   CR 1  cel(10)  ceus(12) 
  CR 2  celui(11)  celi(14)

Cil, celeの 強 勢 形icil 462, icele 670が あ るが,こ の 語 頭 のiは 本 来 の語 形 で は な く （ラ テ ン

（19）13世 紀 か ら一 人 称 の 語 形 に 倣 って,tien（s）, sien（s）の 語 形 が 現 わ れ る。

（1）cist＜eccistiに は 指 示 冠 詞 と指 示 代 名詞 の 用 例 が あ る。 Cf.527,785.

（2）cest＜eccistuに は 指 示 冠 詞 の 用 例 しか な い 。 Cf.130,499,944,945.

（3） cestuiく ＊eccistui        （4） cist＜eccist

（5） cez＜eccistas

（6）ceste（ ＜eccista） に は指示 冠 詞 の用 例 しか な い 。 Cf.346（CR）,362（CR）.

（7） cesti＜ ＊eccistei          （8） cestes＜eccistas

（9）ci1（ ＜eccilli） は 代 名 詞 の 用 例 に 限 られ る。 Cf.9,73,87,205,216,225,268,323,340,352,404,

 419, 428, 441, 497. 647, 660, 861, 882.

（10）cel（ ＜eccillu） に は 指 示 冠 詞 の 用 例 しか な い。 Cf.509,621.

（11）celui（ ＜＊eccillGi） は,例 外 な く関 係 詞節 を 従 え る代 名 詞 と して用 い られ てい る。 Cf.125,151,671,

 823, 825, 930.

（12）ceus（ ＜eccillos） は 関 係 代 名 詞 の先 行 詞 と して機 能 して い る。 Cf.118.

（13）cele＜eccilla.主 格 のceleは す べ て 代 名 詞 と して用 い られ,関 係 詞節 の 先 行 詞 に な る場 合 （cf.99,230,

 298,484,589,844） と,独 立 して 用 い られ る場 合 （cf.103,198,709） が あ る。

  被 制 格 のceleで は 代 名 詞 と して の用 例691を 除 い て,す べ て 指 示 冠詞 と して機 能 して い る。 Cf.29,38,

 91, 92, 144, 237, 460, 813.

（14）celi＜＊ecc ll6i, cf.669. Celeがceluiと 混 同 され て い る例 が あ る。 Cf.534.

（15） celes＜ecc illas



語の語頭音節のec-は消失する）,ラ テン語の副詞hicに 由来するiに より, ciがiciに 強められ

た例に倣ってつ くられた強勢形の接頭辞である（16）。

 Ⅳ 関係代名詞

      m.-f. n. 

CS  qui(1)  que(4) 

CR  tonique  cui(2)  qoi(5) 

CR atone  que(3)  que(6)

 古 フ ラ ン ス語 は ラ テ ン語 の 関 係 代 名 詞 か ら男性 単 数 の 主 格qui＞qui,対 格quem＞que,与 格

cui＞cuiと 男 性 複 数qui＞quiの み を 保 持 し,す べ て男 性 形 が 女 性 形 に と って 代 り,qui, que, cui

は性 と数 に 関 係 な く用 い られ た 。

 中性 のqoi, queは,各 々転 用 され た 疑 問 詞quidの 強 勢 形 と無 強 勢 形 に 由 来 す る。

 上 記 の 他 に,dont（ ＜de unde）181とou（ ＜ubi）680も 関 係 代 名 詞 と して機 能 す る。 また, ou

que ce soit 253で は 不 確 定 の 要 素ouが 先 行 詞 と して関 係 代 名 詞queと 並 置 され,不 定 関 係 代 名

詞 と な っ て い る。

 V 疑 問 代 名 詞

 疑 問 代 名詞 は 関 係 代 名詞 と同 じ語 形 で あ る。 テ キ ス トに は 主 格qui 100,中 性 で は 被 制 格 の 強

勢 形qoi 593と 無 強 勢 形queが あ る。 こ のqueは 直 接 目的 補 語 と な る場 合 （cf.324） の 他 に,

estreやdevenirな どの 動 詞 の 属 詞 とな る 場 合 （cf.325,872） もあ る。 な お,複 合 疑 問 詞qui

est ce que 847は 間 接 疑 問 で はque c'est（ce est）que 112,528と な る。

 疑 問 形 容 詞quelsの 格 変 化 は 形 容 詞 の 第 二 変 化 に 属 し,テ キ ス トに はquel 710（CR m.s.） と

quel 199（CR f.s.） が あ るが, quelsは 定 冠 詞 を 伴 っ て代 名 詞 化 され,疑 問 代 名 詞 と して も用 い

られ る。Cf.307.

 Dontは 《d'ou》 の 意 の 疑 問 詞 と して 用 い られ る。 Cf.164,184,755.

 Ⅵ 不 定代 名 詞 （不定 形 容 詞 ）

 古 フ ラ ンス 語 は ラテ ン語 の不 定 代 名 詞 の 多 くを 失 い,派 生 語,複 合 語,実 詞 な どに よ って 独 自の

不 定 代 名 詞 を形 成 した。

 1. Uns

 冠 詞 で あ り数 詞 で もあ るunsは,定 冠 詞liを 伴 いli autreに 対 応 す る不 定 代 名 詞 で あ る

（cf.13,270,322） 。 同様 の 格 変 化 を 示 す も のにaliquis十unusか ら形成 され たalicuns＞aucuns

5が あ り,《quelqu'un（quelque） 》の 意 で あ る。

 2. Nus

 QÚ H³H¸QÛ  Cf. G. Moignet, Grammaire de  l'ancien  francais, Klincksieck, 1973, p. 43 ; G. Raynaud de  Lage, 
 Manuel pratique d'ancien  francais, Picard, 1968, p. 47. 

(1) Cf. 126.
（2）CL 743.な お,739で は 二 つ の動 詞 に先 行す るcuiが 第 一 の動 詞 の 直接 目的 補 語 で あ り,同 時 に第 二 の動

 詞 の主 語 と な っ てい る。

（3） Cf.21.        （4） Cf.204.

（5） Cf.252.        （6） Cf.14.



 m.s.  m.pl. f.s.  f.pl. n. 

CS  nus(1) nul 
 nule(4) nules nul(5) 

CR 1  nul(2) nus 

 2  nului(3) nuli

 Nus（ ＜nullus） は 《quelqu'un》 の意 で あ り,否 定 のneを 伴 って は じめ て否 定 辞 とな る。 不 定

代 名 詞 と して 用 い られ る こ とが 多 く,不 定 形 容 詞 の 用 例 は1例 しか な い （cf.115） 。 一 方, nul或

はnuleは い ず れ も不 定 形 容 詞 と して の 用 法 で あ り,不 定 代 名詞 の 用 例 は な い.

3. Toz 
         m.s.  m.pl. f.s.  f.pl. n. 

   CS toz(6)  tui(8)
                                    toute(10) toutes(11) tout(12) 

   CR tout(7)  toz(9)

 Tozは ＊tottus＜totusに 由来 す る。 Trestozは 《absolument tout》 の 意 で あ り, tozと 同 様

の 格 変 化 で あ る。Trestoz 725（CS s.）, trestout 336,650,788,944（CR s.）, trestoz 410（CR

pl.） の 例 が あ る。 い ず れ も不 定 形 容 詞 に比 べ て,不 定 代 名 詞 の 用例（13）は 少 な い 。

 Mainz《nombreux》 も同 様 の格 変 化 を示 す が,女 性 形mainte 82,469の 例 が あ るに 過 ぎな い 。

Meisme（ ＜ ＊met-ipsimu） はCS f.s.（cf.198）, CR m.s.（cf.480） と して現 わ れ る。 CR m,s.

と して現 わ れ るmeismes 763は 変 則 であ る。 Noient（ ＜ ＊ne-genie）556は 否 定 文 に 用 い られ,

《rien》 の 意 を 表 わ し, mout（ ＜multu）141,185は 《beaucoup de》 の 意 で あ る。 な お,主 格 は

各々hnoienz, mouzで あ る。

 4. Riens

 Riensは 女 性 代 名 詞 と して 《chose, etre, creature》 を 意 味 し,特 に 否 定 或 は 疑 い を表 わす 文

中 に用 い られ る。 主 格 は 被 制 格rien（ ＜rem） に 由 来 す るriens（14）ので あ り, rienの例 は な いが,被

制 格 は 極 め て 不 規 則 で あ り,rienよ りriensの 用 例 が 多 い 。 本 稿 実 詞Ⅱ,注 （15）,（16）参 照。

 5. Autre

 Alteruは 弱 母 音eが 脱 落 し,二 重 子 音 -tr-を支 え る 母 音 と して 語 末 にeが 保 持 され た こ とか ら,
                                0

（1） Cf.115, 119,255,259,346,437,444.

（2） nu1＜nullum, cf.123,244,268,444,580,613,793.

（3）nului〈 ＊nullui, cf.737.し か し, nuluiは 主 格 と な る こ と もあ る 。 Cf.523.

（4） nule＜nulla, cf.94, 263, 320, 501, 544, 807.

（5） Cf.502.

（6） Cf.690,928.

（7） Cf.495,675,713,775,776,929.

（8） Cf.61,179.

（9） Cf.31,447,923,953,955.

（10） Cf.149,172,264,283,431,801.

（11） Cf.355,686.

（12） Cf.225,231,420,685.

（13） Cf.61,172,225,420,447,495,685,713,725,928.

（14） Cf.42,208,747,781,843.



altera＞autreと 同形 と な っ た。 CR m.s.（15）とCR f.s.（16）がみ られ る。 不 定 代 名 詞 と して は, autre

は 前 述 の如 くli unに 対 応 し定 冠 詞 を伴 う場 合 と中 性 と して の 用法 （cf.502,747） が あ るが,そ の

他 は す べ て形 容 詞 であ る。 被 制 格 のautrui（ ＜alterui）958も 限 定 詞 と して 機 能 して い る。

6. Teus 
    m.s.  m.pl. f.s.  f.pl. n. 

   CS  teus(17) tel 
 tel(20)  tele(21)  tens tel 

   CR  tel(18)  teus(19)

 強 勢 形itel 23,816（CR m.s.） とitieus 774（CS m.s.） とが あ る （接 頭 辞i- に つ い て は 本 稿

代 名 詞 Ⅲ,b） 参 照 。 Tieus（ ＜talis） は 規 則 的 な音 韻 変 化 を示 す ）。一 方, auteus 483（CR m.pl.）,

autele 83（CR f.s.） の第 一 要 素au- はaliusに 由来 す るか,或 はautreか ら借 用 され た か,い

ず れ か で あ る（22）。 以上 の 用 例 はautele 83を 除 い て,す べ て 不 定 形 容 詞 で あ る。

 な お,す で に 言 及 したquels〈＜qualisに は 不 定 形 容 詞 の 用 例 が あ る。 Cf.53.

 Ⅶ 数 形 容 詞

 Uns 456の 格 変 化 は不 定 冠 詞 と 同様 で あ る。 この他 にdui 346（CS m.） ／deus 78,653（CR m.）

が あ り,主 格 にtrois 456, troi 457の 両 形 が み られ るが, vint 457, cent 457は 主 格 に 複 数 の -s

（-z）を と らな い 。

 序 数 形 容 詞 では,premiers（ ＜primarius） のCR m.s. premier 360とCR f. s.のpremiere

357が あ り,接 尾 辞 -ains／ -ainの 女 性 形 -aineを もつpremeraine 687の 語 形 が 現 わ れ る。

 動 詞

 Ⅰ 不 定 法

 古 フ ラ ンス語 に は語 幹 に ア クサ ン を もた な い弱 形 に 三 つ の 型 と,語 幹 に ア クサ ンを もつ 強 形 に 一

つ の 型 が あ る。

 1.弱 形

 1） 非 口蓋 音 或 は 口蓋 化 され な い 語 幹 に続 くラテ ン語 の 語 尾 -areは -erと な り,口 蓋 音 或 は 口

蓋 化 され る語 幹 に続 く -areは -ierと なる.

 Celare>celer 3, amare>amer 77, plorare>plorer 110, *grevare>grever 78, tropare> 
trover 794, etc.(1) / *auctoricare>otroier 29, procare>proier 127,  collocare>couchier

 QÚ H³H·QÛ  Cf. 13, 216, 270, 322, 564, 899, 938. 
 (16) Cf. 185, 251, 543, 770, 876, 933. 

 (17) Cf. 447. 
(18) Cf. 15, 49, 245, 262, 291, 396, 435, 461, 488, 512(2), 562. 

 (19) Cf. 59, 882. 
 (20) tel : CS  f.s. 165 ; CR  f.s. 95, 122, 202, 238, 245, 313, 435, 438, 441, 445, 472, 483, 606, 607, 

 612, 679, 858, 939. 

(21) tele :  CS  f.s. 65 ; CR  f.s. 228, 303. 
 (22)Cf. G. Moignet, Grammaire de l'ancien  francais, p. 48. 

(1) Cf.  Fier 4, aler 35, demorer 36, souspirer 109,  afier 218, geter 226, pensser 235, demander 
 236, mener 289, durer 290, consirrer 295, moustrer 297, parler 300, entrer 392, doner 466, 

 rassambler 471, parer 702, acoler 860, enterrer 936, retorner 942.



517, laxare>lessier 770, etc.(2)
-onな どの 語 尾 を もつ ゲル マ ン語 の 動 詞 は

,こ の 型 の動 詞 と して ロマ ン語 化 され る。

 Wardon>*gwardare>garder 704.

2） -irは 古 典 或 は 後 期 ラテ ン語 の -ireに 由 来 す る もの が 多 い。

 Venire> venir 151,  *morire> morir 326, exire> issir 393, dormire> dormir 434, 
 audire>oir 928,  etc.  (3)

口蓋 化 す る子 音 に 続 く古 典 ラテ ン語 の -・-ere動 詞 に 由 来 す る もの もあ る:Jacere＞9esir 569.

ゲ ル マ ン語 の不 定 詞 -janは -ireに ロ マ ン語 化 され た 。

 *Hatjan>*hatire>hair 152
,  *werpjan>*werpire>guerpir 229.

3） -oirは 口蓋 音 に 先 行 され な い ラテ ン語 の -ereを 継 承 す る。

 Habere>avoir 63,  videre>voir 214 (veoir 474),  sedere>seoir 522.
後期 ラテ ン語期 に -ereの 語 尾 を とった 不 定 詞 もあ る。

*Sapere>savoir 213,  *cadere>cheoir 730,  *potere>pooir 787,  *volere>voloir 788.
規 則 的 な音 韻 変 化 を 示 すnocere＞noisirはoに 強勢 の あ る語 形 との ア ナ ロ ジ ーに よ ってnuisir

とな るが,こ れ が 更 にduire, conduireな ど の動 詞 との アナ ロジ ー に よ って12世 紀 に はnuire 69

とな る。 同 様 に,tacere＞taisirも12世 紀 か らfereと の ア ナ ロ ジー に よ ってtere 253と な った （4）。

2.強 形

-reは 一 般 に 古 典 ラテ ン語 の 第 三 群 動 詞 の 語 尾 -ereに 由 来 す る
。

 Facere>fere 96,  dicere>dire 131,  quaerere> querre 169 (quierre  957)  (5),  prendere> 

prendre 175,  credere>croire 244,  mittere>metre 571,  vivere>vivre 806 etc.(6)
その他,第 三群動詞以外の不定詞がこの型に移 った不定詞がある。

 *Essere>estre 2 ,  *ridere>rire 940.

 Ⅱ 分 詞 法

 1.現 在 分 詞

 ラテ ン語 の 第 一 群 動 詞 の現 在 分 詞 -antem,ジ ェ ロ ンデ ィフ -andoが 同 一 形-antと な り,こ

れ が あ らゆ る動 詞 の 語 尾 と して一 般 化 し,他 の 語 尾 は 消失 した。

Plorant 340, parlant 507, couvenant 812, soupirant 833, voiant 923, oiant 928 .

 実 詞 化 され た 現 在 分 詞 に はsamblant 2, couvenant 23, vivant 331, amant 451が あ り,副

詞 と してはerrant lll, maintenant 113が あ る。

 2.過 去 分 詞

 古 フ ラ ン ス語 で はavoir或 はestreと 過 去 分 詞 との 組 合 せ に よ っ て複 合 過 去 が 形 成 され た こ と

や,ラ テ ン語 の 受 動 態 の 屈 折 語 法 がestreと 過 去 分 詞 とに よ る分 折 語 法 に 変 わ った こ とに よ り,ラ

テ ン語 に 比 べ て過 去 分 詞 の 頻 度 が 高 ま り,更 に 形 容 詞 や 実 詞 とな った過 去 分 詞 も多 い 。

(2) Cf. Reperier 183, mengier 509, afeitier 718, depecier 769, solacier 859, besier 860. 
(3) Cf. Faillir 16, devenir 325, tenir 633, descouvrir 634, trahir 768. 
(4) Cf. P.  Fouche, Le verbe  francais, Klincksieck, 1967,  p.165.
（5） これ らの 語形 がquerirに 変 わ る のは,中 代 フ ラ ン ス語 期 で あ る。

(6) Cf. Apercevoir 51, pendre 176, perdre 283, reconnoistre 314, trere 322, rendre 466, clorre 
 477.



 1） 弱 形

 語 尾 に 強 勢 の あ る過 去 分 詞 に 三 つ の型 が あ る。

 a）-ez（ -es）（1）／-iezは -er／-ierの 語 尾 を もつ 不 定 詞 の 過 去 分 詞 で あ り,非 口蓋 音 或 は 口蓋 化 し

な い 音 素 に続 く -atusは -ez（-es）,口 蓋 音 或 は 口蓋 化 す る音 素 に 続 く-atusは -iezと な る。 同

様 に,-atuは -e或は -ieとな る。

 Amatus>amez 72,  *appodiatus>apoiez 421,  ploratu>plore 469,  manducatu>mengie 
519,  etc.(2)

女 性 形 は -ata＞-eeと な る。

Celata>celee 41,  computatu>contee 656,  etc.(3)
しか し,口 蓋 音 或 は 口蓋 化 す る音 素 に続 く場 合 は -ieeで は な く -ieの 語 形 の み 現 わ れ る（4）。

Couchie 108,  proie 166, besie 576, lessie 730.

な お,alerやestreの 過 去 分 詞 も こ の型 に 属 す る。

*Alatus>alez 521 (alleez 356, alee 517),  statu>este 581.
 b） -iz,-i（t）／女 性 形 -ieは,接 尾 辞 -iss-を と る -ir動 詞 の す べ て と 接 尾 辞 -iss-を と ら な い

多 くの -ir動 詞 の 過 去 分 詞 の 語 形 で あ り,-itus／ -itu,-itaに 由 来 す る 。

 Auditu>oi 467,  *partitus>  partiz 484 (parti 269),  *fallitu>failli 486, *mentitu> 
mentit 496,  *salita>saillie 901,  etc.(5)

 Trahi 642, trahie 739はtradereが ＊tradlrに フ ラ ン ス 語 化 され た こ と に よ る 。

 第 一 群 動 詞eschirer, esbaer（esbaier） も 活 用 を 変 え,＊eschir, esbairと な っ た た め にeschis

184,esbahiz 871の 語 形 が 現 わ れ る 。

 c） -uz／-u,-ueは -oir,-re動 詞 の 多 くの 過 去 分 詞 と 接 尾 辞 -iss-を と ら な い -ir動 詞 の 過 去

分 詞 の 語 尾 で あ る 。 -utusの 語 尾 は 古 典 ラ テ ン 語 で は 稀 で あ っ た が,ア ナ ロ ジ ー に よ っ て 後 期 ラ テ

ン 語 期 に そ の 勢 力 を 増 大 した 。

 Creditu>*credutu>creu 160,  habitu>*habutu>eu 210,  ventus>*venutus>venuz 418, 
 tentu>*tenutu>tenu 430,  motu>*movutu>meu 508,  tacitu>*tacutu>teu 657, redditu 

 >*rendatu>rendu 918, etc.(6)
 Perte 26は 古 典 ラ テ ン 語 のperditaに 遡 り, perdue 148（perdu 815） は ＊perduta（ ＊perdutu）

に 由 来 し,二 つ の 語 形 が 共 存 し て い る 。 同 様 に,＊vidutu＞veu 658の 他, visuか ら実 詞vis 69

（ce m'est vis《ce m'est avis》 ） が 現 わ れ る 。

 2） 強 形

 強 形 に は 二 つ の 型 が あ る 。

 a） -S（<-SUS）／-se

（1） -esの 語 形 はparjures 279の み で あ る。

(2) Cf.  Pensse 135,  ame 136,  conte 198, desvoiez 258,  moillie 311, devise 372,  anuitie 373,  dure 
 482,  cele 505,  parle 506,  lave 520,  festoie 520,  commande 523,  commencie 609,  afeitie 736, 

 porchacie 823, entrez 862,  sainie 900,  derve 910. 
(3) Cf. Donee 85, honoree 86, racontee 338, trovee 419, ostees 699, livree 826, pasmee 837, 

 decoloree 838, demoree 848, troublee 924, menee 926.

（4） これ は -ataが -ieと な る ピ カ ル デ ィ,ヴ ァ ロ ン,ロ レ ー ヌ,シ ャ ン パ ー ニ ュ方 言 の 語 形 で あ る 。 Cf. P.

 Fouche, Le verbe francais, p.360.

(5) Cf. Deservi 62,  oie 137, foimentie 279. 
(6) Cf.  Deceu  159(deceue 586),  eue 163, venue 164,  mescreu 429, venu 527,  apercue 585, devenu 

 756, pendue 897, embattue 919, desfendu 948.



 *Missu>mis  154(7),  *pre(n)su>pris 852 (prise 516)(8), occisu>ocis 913,  etc.( 9) 
 b) -s,  -z (<-tus)/-te 

 Factu>fet 28, (fetes 72, fete 895), *mortu>mort 189 (morte 662, mors 900) ,  *dictu 
 >dit  14(10), coopertus>couvers 390,  tracta>traite 569 (trete 896),  etc.(11)

過 去 分 詞 か ら は 多 く の 形 容 詞 や 実 詞 が 生 じ た 。 形 容 詞 で はnee 42, marie 99（mariz 205）, irie

107（iriez 921）, osez 192, haitiez 417な ど が あ り,実 詞 で はtort（torquere）187
, escondit

196 （escondiz 206）, perte 228, contredit 231, cointise（cointir）251, deloi（delaier）267,

entree 420, deduit 486, penssee 489が あ る 。

 Ⅲ 人称法

 1.直 接法現在

 1） 語幹

 アクサンをもつ語幹とアクサ ンをもたない語幹にしば しば母音の交替が生 じ,両 者が対立する語

形を成す。

 a) ai/a :  amat>aime 647 /  amatis>amez 255 
 b) e/a : sapet>set 115/*sapitis,  -atis> savez 84 

 c)  oi/e :  videt>voit 427 /  videtis,-atis>veez 71 
 credit>croit 13 /  creditis,  -Atis>creez 191 

 d) ie/e :  tenet>tient 187 /  tenetis,  -atis>tenez 534 
 e)  ue/o  :  *petet>puet 106 /  *potetis,  -a.tis>poez 757 
 f) eu/o :  volet>veut 236/  *voletis,  -atis>volez 218 

 g) i/oi :  preco>pri 498 /  precatis>proiez 257.

 一 方,＊di（go） ＞di 101／oicitis＞ ＊digyitis＞dites 75の 如 く常 に ア ク サ ンが 語 幹 に あ る場 合 や,

intrat＞entre 726／intratis＞entrez 173; mittit＞met 384／mittitis,-－atis＞metez 19な どの

よ うに語 幹 の 母 音 が 閉 音 で あ る と き,或 はlaxat＞lesse 244／laxatis＞lessiez 263の 如 くアナ ロ

ジー に よ って 語 幹 の 母 音 が 統一 され る場 合,更 に,cogito＞cuit 143／cogitatis＞cuidiez 318の

よ うに特 殊 な音 韻 変 化 を 経 て（1）,語幹 に 母 音 の 交 替 が な い 動 詞 も少 な くな い 。

 2） 屈 折 語 尾

 a） 一 人 称 単 数

 第 一 群 動 詞 で は語 末 の -oが 消失 す るた め,語 幹 の ま ま終 り語 尾 は な い。

 Laudo>lo 70,  cogito>cuit 143,  veto>ve 172, *guardo> (es) gart 250,  *credento> 
creant 332, amo>aim 342,  *octridio(*octrico)>otroi 366,  preco>pri 498,  *mirabilio> 
merveil 624, *fido> (a)fi 637, acordo>acort 644, *pardono>pardon 827.

しか し,語 幹 が 子 音 十y（或 は子 音 十流 音 （2））で終 る場 合 は-e（-e）を と どめ る:Congie（ ＜commeo）

（7）古 典 ラ テ ン語 のmissuは,定 過 去 との ア ナ ロジ ー に よ って 俗 ラテ ン語 では ＊missuと な った 。 女性 形 は

mise 67だ が,古 くはmissa＞messeも あ る。 近 代 語 で は実 詞 と して の み そ の 名 残 りを と どめ て い る。

（8） こ こで は,こ の 動 詞 の 定 過去 とmisの 型 の定 過 去 の 影 響 が あ る。

（9）Cf. Mespris 153, requise 167, apris 548, enclose 680.

（10）＊dictuはdicereとdixiと の アナ ロ ジー で あ る。

（11）Cf.Descouvert 10（descouverte 25, descouvers 627）, mesfait 147, escondite 661, despite 662.

（1）Cf.拙 論 「古 フ ラ ン ス語 音 韻試 論 」 （群 馬 県 立 女 子 大 学 紀 要,第3号,1983） 母 音I語 頭 のO, b

（2） テ キス トに はintro＞entreな どの例 が ない 。



171.

 語 末 の 子 音 は13世 紀 に 無 音 化 す る危 険 に さ ら され た の で,こ れ を 保 持 し,語 幹 を保 護 す るた め に

語 尾 -eを 付 け 加 え た。 語 尾 に この -eが 頻繁 に現 わ れ る の は14世 紀 で あ り,16世 紀 に は 語 幹 が 子 音

で 終 る -er（-ier）動 詞 の す べ て に -eが み られ る。 これ は 語 幹 が 子 音 ＋流 音 で 終 る語 な どに範 を と

った 。 語 幹 が 母 音 で終 る場 合,prieな どの語 形 が 規 定 され るの は17世 紀 で あ る（3）。 い ず れ の場 合 も,

二 ・三 人 称 単 数 の語 尾 との ア ナ ロ ジ ー も考 え られ る。

 第 三 群 動 詞 に も,語 末 の -oが 消 失 して 語 幹 で 終 る動 詞 が あ る:-uaero＞quier 818.

 （第 二 ・） 第 三 群 動詞 で は,語 尾 が -eび 終 らな い と き は -sで 終 る こ と もあ り,-sを もた な い

こ と も あ る。

 Possio>puis 258,  conosco>connais 802 /  *sayo>sai 74,  *suyo>sui 76,  dico>di 102, 
 credo>croi 260,  video>voi 316,  *deyo>doi 335,  *voleo>vueil 363,  deleo>deuil 817.

-sを もた な い後 者 の動 詞 は
,前 者 の -sを もつ 語 形 或 は 各 々の 動 詞 の 二 人 称 単 数 の 語 形 との ア ナ

ロ ジ ー に よっ て,や が て -sを と る こ とに な る。

 b） 三 人 称 単 数

第 一 群 動 詞 では 語 尾 -at＞-e（t） とな り,-tが 消 失 す る の で -eで 終 る。

 Precat>prie 100, portat>porte 116,  sim(u)lat>samble 141,  desiderat>desire 225, 
laxat>lesse  244(4),  comp(u)tat>conte 246,  laudat>loe 487,  Cogitat>cuide 648,  *turbulat 

 >trouble 724,  *tropat>trueve 855,  etc.( 5)
第一群以外の動詞では,ラ テン語の語尾の母音は消失 し,・tが 保持される。

 Venit>vient 5,  credit>croit 13,  debet>doit 14,  facit>fet 66, *potet>puet 106,  sapit 

(*sapet) >set 115,  *estopet>estuet 169(6),  tenet>tient 187,  valet>vaut 196,  tacet>test 
203,  etc.(7)

 語幹が子音＋流音となるときは,子 音群を支える母音 として -eが付加されて語末の -tが消失

する。

 *Discoperit>descuevre 5 ,  *sofferit>sueffre 560.

 Vadit＞va 364で も語 末 の -tが 消 失 し てい るが, vait 386の 例 もあ る。 これ はvont／font

の類 似 に よ ってfaitに 倣 っ て つ くられ た 語 形 で あ る（8）。

（3） Cf. P. Fouche, Le verbe francais, p.182.

（4） こ のlesseに 対 し て,1est 235,899で は -atのa＞eが 消 失 し,-tが保 持 さ れ て い る 。 な お, Fouche

はlaitの 不 定 詞 を1aierだ と し,ゴ ー ト語 ＊lagyanに 遡 る と して い る 。 Cf. Le verbe francais, p. 111.

(5) Cf. Monte 75, demande 111, remembre 180, convoite 225, redoute 228, agree 230, regarde 233, 
 parjure 272, trespasse 274, porchace 304, pensse 313, ose 314, esconsse 388, rebese 404, acole 

 404, done 439, reguerredone 440, dure 450, maine 453, porpensse 558, bee 589, aime 647, afferme 
 675, couste 697, mue 725, entre 726, demente 732, merveille 845, esgarde 851, commande 112, 

 rueve 856, baise 865, moustre 869, escrie 871, desconforte 884, avance 954.
（6）Estuetは,お そ ら くest opus（ ＞＊estues） が そ の 意 味 《il est besoin, il faut》 に よ っ て 三 人 称 の 語

 尾 に 影 響 さ れ,＊estopetに 変 え ら れ て 形 成 さ れ た 語 形 で あ る 。 Cf. G. Raynaud de Lage, Manuel

 pratique d'ancien francais, p.125;A. Lanly, Morphologie historique des verbes francais,

 Bordas, 1977, p.179.

(7) Cf. Covient 4, avient 9, respont 73,  apercoit 119, entent 177, esprent 178, veut 184 (vout 674), 
 plest 204, sovient 212, prent 234, dit 271, mesfet 273, crient 283, messert 287, part 302, descent 

 310, met 384, muet(mouvoir) 387, dueil 415, voit 427, atent 438, clot 473, ataint 479, plaint 480, 
 desfent 555, chaut(chaloir) 597, het 669, remaint 723, faut 745, estraint 835, taint 836, gist 838, 

 trait 853, chiet(choir) 922. 

(8) Cf. P.  Fouche,  Phonetique historique du  francais, vol. II, Klincksieck, 2e ed., 1969, p. 258.



 な お,est＞est 69で も語 末 の -tが先 行 す る子 音sと と もに 保 持 され て い るが,13世 紀 に は 一 般

に無 音 とな る。 しか し,habet＞a 10で は ＊atの-tが 消失 して い る。

 c） 一 人 称 複 数

 一 人称 複 数 に はavon 137の 例 しか な い 。 Habemusは 他 の す べ て の動 詞 の一 人 称 複 数 の語 尾 と

同様 に,sumusの 影 響 を受 け て 接 尾 辞 を-umusに 変 え, ＊habumus＞avonsと な るが,こ こで

は語 末 に -sが 欠 落 して い る（9）。

 d） 二 人 称 複 数

 第 一 群 動 詞 の 語 尾 -atisは 〔-ets〕と な り,-ezと 綴 られ る。

 Am'atis>amez 253,  celatis>celez 603,  etc. (10)
しか し,-atisが 口蓋 音 に続 く と きは,い わ ゆ る バ ル チ ュの法 則 に よ って 〔-iets〕とな り,-iezの

書 法 とな る。

 Precatis>proiez 257,  *fidatis>fiez 316,  cogitatis>cuidiez 318.

 語 尾 に ア クサ ンを もつ -eUs,-itls,＊ -itsの語 尾 も,頻 度 が 高 い 第 一 群 動 詞 の 語 尾 に 影 響 され て

-ezに 統 一 され る（11）。

Veez 71, savez 84, avez 157, metez 193, volez 218, avenez 350, tenez 534,  poez 756.

強 勢 の な い -tesの 語 尾 は, dire, estre, fereな どの 動 詞 に 現 わ れ る。 -itisの 語 尾 を もつdicitis

 はdites 75と な り,estisはestes 60と な る。

 e） 三 人 称 複 数

ラテ ン語 の 三 人 称 複 数 の 語 尾 -ant,-ent,-unt,-iuntは す べ て 同一 の語 尾 -entに 帰 着 し,母 音

eは -ntを 支 え るた め に 保 持 され,鼻 子 音 は13世 紀 或 は14世 紀 か ら発 音 され な くな る。

 Sap(i)unt(*sapent)>sevent 6, expandunt>espandent 7,  dicunt>dient61(12),  trem(u)- 
lant>tramblent 179,  teent>tienent 377,  vident>voient 931,  *inquerunt>enquierent 

 958(13).
 そ の 他,-ontの 語 尾 を もつ動 詞 に, sunt＞sont 1,＊faunt＞font 2,＊aunt＞ont 719,＊vaunt＞

（re）vont 721が あ る。

 2. 半 過 去

 古 典 ラテ ン語 の 語 尾 -abam,-ebam,-iebamの うち,-abamは 中 部 及 び北 部 地 方 で は,ア ナ ロ

ジ ーに よ って -ebamに 変 わ り,-iebamのiは 文 芸 期 以 前 か ら強 勢 のeに 先 行 す るyodが 消 失

して -ebamに 縮 約 され,本 来 の -ebamと 同 形 とな る。 こ う して,か な り古 くか らイル ・ ド ・フ

ラ ンス とパ リに 隣 接 す る地 方 で は,半 過 去 は す べ て の 動 詞 に共 通 す る 語 尾 とな った 。 半 過 去 はす べ

て 屈 折 語 尾 に 強 勢 が 置 か れ るの で,語 幹 の 母 音 交 替は な い。 一 人 称 単 数 で は -ebam＞ ＊-ea（1）＞-eie＞

（9） この一 般 に行 わ れ て い る伝 統 的 な 説 明 に対 して,Moignetは -aemus＞-amo＞ -amが 唇 音 化 して -om

 とな り,そ の後 語 尾 に二 次 的 に -sを と った とす るG.de Poerckの 仮 説 に 荷 担 して い る。 Cf. Le verbe

 francais, P.61.

（10）Cf, Moustrez 579, penssez 711.

（11）東 部 の古 い方 言 で は-etis,＊ -itisは -eiZ（-Oiz）の 語 尾 と して 規則 的 に 受 け継 がれ た が,中 部 ・北 部及 び

 北 東 部 で は文 芸 期 以 前 に -ezが これ に と って 代 る。 また,-itisは -izと な る筈 で あ るが,同 様 に -ezが

 これ に とっ て代 る。Cf. Fouche, Phonetique, p.281, R・ Ⅱ.

（12）Dientは 接 続 法 現 在dicant＞dientと 同様,規 則 的 な 音 韻 変 化 を 示 す 。Disentの 語 形 は直 接 法 半 過 去 や

 現 在 分 詞 との ア ナ ロジ ー で あ る。

（13）uirereがquaerereに よ ってinquaerereに つ く りか え られ た 。

（1） このbの 消失 は,語 幹 がbで 終 るdebebam, habebamな どの頻 度 の 高 い動 詞 に 於 て二 番 目のbが 異 化

 作 用 に よっ て無 音 化 した ため であ る。



oieの 語 尾 を成 す 。

 Mittebam>metoie 80, *sap (i)  ebam>savoie 124,  *potebam>pooie 175,  habebam> 
avoie 328,  *donebam>donoie 530,  *amebam>amoie 739,  tenebam> (con) tenoie 753, 

 videbam>veoie 754,  *facebam>fesoie 763,  credebam>creoie 792,  prendebam>prenoie 

798.

 一 人 称 単 数に -sが現 わ れ るの は 一 般 に 中 代 フ ラ ン ス語 期 で あ る が,す で に ＊cogitebam＞cuidois

758の 例 が あ る。

 三 人 称 では -ebat＞-eiet＞-oitの 語 尾 が 現 わ れ る。

 Habebat>avoit 2,  •alebat>aloit 46, ven (i)ebat>venoit 46,  *cogitebat>cuidoit 213, 
 solebat>soloit 297,  manebat>manoit 376,  and (i)ebat>ooit 442,  *facebat>fesoit 446, 

deven (i)ebat>devenoit 454,  attendebat>atendoit 462,  jacebat> gisoit 728,  dicebat> 
disoit 786,  deducebat>deduisoit 841,  *stebat>estoit 921.

 しか し,tenebat＞tenoit 45に 対 してtenoie 920の 例 が あ る。 動 詞esseの 半過 去erat＞ert

298は 例 外 であ る。 な お,amot 146は 古 い 西 部 方 言 で あ り,語 の形 成 に は 定 説 が な い（2）。

 二 人 称 複 数 で は -abatisは ア ナ ロ ジ ーに よ る変 化 を二 回 重 ね て-iiezに 至 る（3）。

 Dicebatis>disiez 583, *ame(b)atis>amiiez 584,  *este(b)atis>estiiez779,  habebatis> 
aviiez 892.

三 人 称 複 数 で は,本 来 の -ebantも 二 次 的 な -ebantも -oientの 語 尾 とな る。

 *Estebant>estoient 508,  habebant>avoient 926.

 3.定 過 去

 古 典 ラテ ン語 の定 過 去 に は弱 変 化 型 と強 変 化 型 が あ り,弱 変 化 型 は 常 に 語 尾 に 強 勢 ア クサ ンを も

ち,強 変 化 型 で は二 人 称 単 数 ・複 数 を 除 い て 強 語 幹 で あ る。

 古 フ ラ ンス語 は,古 典 ラテ ン語 の これ らの 定 過 去 か ら弱 変 化 型 の -avi,-ivi,強 変 化 型 の-i,-si,

-uiを 受 け 継 ぎ
,更 に 俗 ラテ ン語 か ら弱 変 化 型 の -＊dedi＜-didiを 加 え る。

 1） 弱 変 化 型

 a） -aviの 型

 -er（-ier）の ほ とん どの 動 詞 が この 型 に 属 す る。 古 典 ラテ ン語 の 語 尾 -avi,-avlsti,-avit,-avimus,

-avistis
,-averuntは,そ の 後 -ai,-asti,-aut,- ＊ammus,-astis, -aruntに 縮 約 され る。.

 一 人 称 で は ・aviは -efと な る筈 だ が, dormivi＞dormfiの 影 響 を 受 け て 一aiと な った:Penssai

194.

 三 人 称 で は -autは -Otと な るべ きで あ るが, habereの ＊-ay:＊ -atと の 関 係 か ら -atに 縮 約

され た （未来 形 の 語 尾 ＊-atも 同 様 で あ る）（1）。

(2) Cf. P.  Fouche, Le verbe francais,  pp.237-8  ; Francois de  la  Chaussee, Initiation a  la mor-
 phologie historique de l'ancien  francais, Klincksieck, 1977,  pp.211-2

（3）-abatisは 開 音 節 の 無 強 勢母 音aがeに 口蓋 化 し,特 に 助 動 詞avoirな ど の 一eatisと の アナ ロ ジ ーに よ

 って ＊-eatisと な り,本 来 の -eatisと 同様 の音 韻 変 化 を た ど る。 -・eatis（＊-eedes） は,単 数 人 称 と三 人 称 複

 数 の強 勢 母 音eがeiに 二 重 母音 化 して成 す -ea（m）＞-eie,-eas＞ -eies,-eat＞ -eiet,-eant＞ -eientの 語

 尾 と の アナ ロ ジー に よっ て,-eiades（ -eyades） と な り, yに 続 くaがieに 二重 母音 化 し,＊ -eyiezと な

 るが,-yi- の 作用 に よ ってeが 閉 ざ され,＊ -iyfez＞i（y）iezに 至 る。 Cf. Fouche, Le verbe francais,

 pp.238－9.

(1) Cf.  Fouche, Le verbe  francais, p.247.



 Ama 21, otria 22, parla 58, penssa 105,  commenca 110, nomma 126, fina 126, osa 

131, veilla 149, leva 150, trova 382, acola 401, besa 402, moustra 510,  esforca 611, 

replora 630, envoia 685, demanda 877,  ataina 879, ramposna 880, encontra 904, croisa 

941.
二 人 称 複 数 で はamastisはamastes 580と な っ た （2）。

 b） -iviの 型

-ir動 詞 の 多 くが こ の 型 に 属 す る
。 -ivi,-ivisti,-ivit,-ivimus,-ivistis,-iveruntは,古 フ ラ

ン ス 語 で は -i,-iS,-i（t）,-imes,-istes,-irentと な る 。 三 人 称 単 数 の 語 末 の 歯 音 -tは 無 音 と な

り,書 法 か ら も 姿 を 消 す 。

 Audivit>oi 369, salivit>sailli 400,  *fremivit>fremist  690(3), ferivit>feri 898.

 二 人 称 複 数oistes 625で もaudivistis＞ ＊audistisの 語 尾 は -st's＞-zと な る筈 で あ り,規 則 的

な 音 韻 変 化 を 示 す も の で は な い 。

 c） そ の 他,後 期 ラ テ ン語 の定 過 去 -uiに由来 す る -ui型 （cf. parui＞parui） が あ るが,テ

キ ス トに は 例 が な い 。

2） 強 変 化 型

 a） -iの型

 a-1) fere, venir, tenir.

 Feciのeは 語 末 のiに よ る同 化 作 用 に よ ってiに 閉 ざ され て ＊fici＞fis 766と な り,三 人 称 の

単 数 ・複 数 に 影 響 を与 え る。

 Fecerunt>*ficerunt>firent 40,  fecit>*ficit>fist 49,  *tenit>*tinit>tint 103,  venit> 
 *vinit>vint 682(4).

 二 人 称 複 数fecistisの 弱 語 幹 のeは,二 人 称 単 数 ＊fecisti,一 人 称 複 数 ＊fecimusと 同 様,8

世 紀 に eに 無 音 化してfesistes＞feistes 538に 至 る。

 a-2） v（e）oir

 V（e）oirで はvidi＞vi 533（5）, vidit＞vit 380に 母 音 変 異 は な い 。

 b） -siの 型

 b-1） ラ テ ン語 の 語 幹 の 母 音 がiで あ る場 合

    強 語 幹 人 称 で は 母音 変 異 は な い 。

 Misit>mist 59,  dixit>dist 68,  dixi>dis 811,  misi>mis 812.

 一 方,弱 語 幹 人 称 で はdixistiの 短 母 音iが 語 末 の長 母 音iの 同 化 作 用 に よ っ て -＊istiと な り,

語 末 にiを もた な い人 称4,5で も こ の変 化 が 起 こ る。 同 時 に,人 称2の ＊misistiの 語 幹 の 長 母

音 が 語 末 の 長 母 音iの 遠 隔 異 化 に よ ってeに 開 い て ＊mesistiと な る。 この 母 音 が アナ ロ ジ ーに よ

って 人 称4,5に も現 わ れ る（6）。

（2）Amastisは 規 則的 な音 韻変 化 に よれ ば,＊amazに な る べ きで あ る。 二 人 称 単 数 ＊amastと の 平 行 を保

 つ た め に ＊amastsの 内 破音sが 保 持 され た が,-stsが -tsに 縮 約 され る こ と に よ って,こ の -sが 消 失 す

 るお そ れ が あ った の で,こ れ を 避 け るた め にtと 語 末 の-sの 間 にeが 挿 入 され てamastesと な った 。

 Cf. Ibid., p.250.

（3）sが 介 入 す るfremistの 語 形 は,強 変 化mist, dist, gistな どの 語 形 との ア ナ ロジ ー であ ろ う。 Cf.

 Ibid., p.274.

（4）Vin 681で は 語 末 の 子 音 -tが 脱 落 して い る。

（5）一 人 称 単 数 の語 末 の -sは 語 尾 に -sを もつ 他 の動 詞 との ア ナ ロ ジ ーに よ って,14世 紀 か ら15世 紀 の 初頭

 に か け て 現わ れ る。

（6）Cf.拙 論 「強 度 化 型 定 過 去 の 形成 に於 け る アナ ロ ジ ー に関 す る人 称 間 の 連 帯性 に つ い て 」 （杉野 女子 大 学

 紀 要,第15号,1978.）1,b）, c）.



   Dixistis＞ ＊dexistis＞deistes 202（7）.

 b-2） ラテ ン語 の 語 幹 の母 音 がeで あ る場 合

 人 称1の ＊assessi＞ ＊assisi＞assis 531の 母 音 変 異e-i＞i-iが 人 称3,6の 語 幹 の 母 音 も変 え,強

語 幹 人 称 と弱 語 幹 人 称 の 語幹 の 母 音 に 対 立 が 生 じる。

   ＊Pre（n）sit＞＊prisit＞prist 239.

 b-3） ラテ ン語 の 語 幹 の 母 音 がaで あ る場 合

 Trest 912はtraxit＞traistの 書 法 で あ る。

 b-4） ラ テ ン語 の 語幹 の母 音 がoで あ る場 合

 Vost 928は ＊volst＞volstの 異 形 で あ り,弱 語 幹 人 称 と人 称6に は子 音1の 母 音 化 に よ る二 重

母 音 が 生 じ る こ と もあ る（8）。

 C） -uiの 型

 この型 に属 す る動 詞 に はavoir, pooir, savoir, connoistre, tereな どが あ る。

 人 称1のhabtu, potulは 各 々規 則 的 な 音 韻 変 化 を経 てoi 539, poi 540に 至 り（9）,この語 形 と

の ア ナ ロ ジー もあ って人 称3のhabuit＞outか らot 57が 生 じ, potuit＞pout（10）か らpot 145が,

更 に ＊ ／vsapui＞soiによ ってsapuit＞soutか らsot 42が 生 じた 。

 人 称1の ＊conovui＞ ＊conowwiが 語 末 のiの 遠 隔 同化 に よ っ て ＊conuwwiと な った こ とに よ

り,人 称3で もconovuitは ＊conuwwitか らconnu（t）422と な る（11）。

 Tacuitがtauetか らtut 832に 至 る の は, connu（t） やdut（devoir） な ど との ア ナロジ ー で

あ る。

 d） 特 別 な型 （estre）

 人 称1のfuiは 語 末 のiの 遠 隔 同 化 作 用 に よっ て, uはoに 開 く こ とな くfui 410と な り,こ

のuが 全 人 称 に広 が る。

Fuit>fu  41(12), fuerunt>furent 155.

 4. 未 来 と条 件 法

 未 来 形 も条 件 法 も不 定 詞 が 語 幹 とな り,未 来 形 で はavoirの 直 接 法 現 在 の 縮 約 形 ＊-ayo,＊ -as,

＊-at
,＊ -emus,＊ -etis,＊-auntが,条 件 法 で はavoirの 直 接 法 半 過 去 の縮 約 形 ＊-ea（m）,＊ -eas,

＊-eat
,＊ -eamus,＊ -eatis,＊-eantが 各 々屈 折 語 尾 と な り,常 に この 屈 折 語 尾 に 強 勢 が 置 か れ る。

 1） -are動 詞 のaは 無 強 勢 母 音 とな り,〔e〕 と して 保 持 され る。
 *Vindicarat>vengera  106,  *demandarea>demanderoie 221,  *inodiarat>anuiera 370, 

 *assimularaunt>assambleront 373,  *durarat>durera 452,  *amarayo>amerai 493,  *cela-
rat>celera 679.

Leroie 321の 語 幹laierに つ い て は 本 稿 Ⅲ,1,注 （4）参 照 。

（7） この 語 形 に 先 行 す るdesistesのs sigmatiqueとdistesへ の 移 行 に つ い て はIbid. Ⅰ,3） 参 照。

(8) Cf.  *volsi> vols,  *volsisti> volsis (vousis),  *volsimus> volsimes(vousimes),  *volsistis>  volsi-
 stes(vousistes),  *volserunt>voldrent(voudrent).

 な お,voloirに は これ と別 にvoi1, volis, volt, volimus, vdistes, voldrentと 活 用す るす で に述 べ た

-i型 の定 過 去 が あ るが ,14世 紀 か ら次 の 項 で 扱 う -us型 の 定 過 去 が 現 わ れ,こ れ が近 代 語 に残 る こ と に な

る。

（9）Cf. Ibid.Ⅲ注25）,30）.

（10） Cf. 拙 論 「古 フ ラ ンス 語音 韻試 論 」 （群 馬 県 立 女 子 大 学紀 要,第4号,1984） 母 音Ⅱ,5,注（8）.（8N

（11）Cf. Ibid.,母 音 Ⅱ,6,注 （18）.

（12） 人 称3の 語 末 の -tは11世 紀 の末 か ら消 え るが,中 代 フ ラ ンス 語期 に復 活 す る。



 2） -ereの語尾は無強勢となって -ereと同様にrに 先行するeは 無音化する。その結果,動 詞

の語幹の最後の子音が -ereのrと 接することにな り,子 音＋rは この子音の性質によって或は保

持され,或 は変容する。

 a） rに 先行する子音vは 保持される。
 *Movereat>mouvroit 33 ,  *habereat>avroit 38,  *habereatis>avriiez 62,  *saperat> 

savra 365,  *sapereat>savroit 444,  *haberayo>avrai 606,  *haberat>avra  680(1).

 b） 不 定 詞 の 語 幹 が 歯 音 で 終 る場 合 に は,-d'r-,-t'r- に 由来 す る 母 音 間 の -dr-は 同 化 作 用 に よ

って -rr-とな る。

 *Videreat>verroit 35,  *sedereat>serroit 65,  *potereat>porroit 69,  *poterat>porra 
290.

 し か し,＊crederea＞croiroie 542は 例 外 で あ る 。 一 方,-tr-,-dr- が 子 音 に 支 え られ て い る と き

は,そ の ま ま保 持 され る 。

 *Mittereat> metroit 32,  *prendrea> (entre) prendroie 95,  *perderat> perdra 276, 
 *perderea>perdroie 500,  *perdereat>perdroit 813.

c） 母 音 間 の -yr-は,そ れ にiが 先 行 す る場 合 はyがiに 融 合 す る。

 *Dicerea>diroie 133,  *dicereis,  -atis>direz 220,  *dicerat>dira 272,  *dicerayo>dirai 
341.

 Fera 232は ＊faceratで は な く,不 定 詞 ＊fareに よ る ＊faratに 由来 す る（2）。

 d） 不 定 詞 の語 幹 が 流 音lで 終 る場 合 は,pretoniqueのeが 消 失 して 後,lとrと の 間 にdが

挿 入 され る。

*Voldrayo>voudroie 89,  *voldreat>voudroit 459.
e） 不定詞の語幹が唇音で終 る場合は,語 尾rの 前にeが 現われる。

 Reciperetis,  -atis>receverez 643.

3） -ire動詞のiは,未 来形や条件法では無強勢母音 となって無音化する。

 *Venireat>vendroit 31,  *venirayo>vendrai  142(3), *hatirayo>harrai 494,  *morirea> 
morroie 501.

 しか し,不 定 詞 の語 幹 が 子 音 ＋流 音 の 場 合 は,iは そ の ま ま保 持 され る こ と もあ り,〔e〕 と して

保 持 され る こ と もあ る。

 *Nutrirea>norriroie 123,  *discoperireat>discouveroit 814.
 Sufferirea＞soufferroie 614に つ い て は,拙 論 「古 フ ラ ン ス語 音 韻 試 論 」 母 音ⅠA,2参 照。

 4）Estreの 未 来 形 は ＊esseratの 頭 音 節 が 脱 落 しsera 371と な り,条 件 法 で は,＊sereat＞

seroit 25,＊serea＞seroie 222で あ る。

 な お,estreの 未 来 形 に は,別 に 古 い 語 形erit（ 無 強 勢 形 ）＞ert 337が あ るが,同 形 の半 過 去

erat＞ertと 混 同 され るお それ もあ って,両 者 と も14世 紀 以 後 姿 を 消 す 。

 Allerの 未 来 形 は ＊irayo＞irai 368,＊irat＞ira 369で あ り,語 幹 を 成 す 不 定 詞 はireで あ る。

5.接 続 法

（1）＊Haberat か らはauraの 語 形 も生 じるが,こ れ は 〔b〕＞ 〔w〕 に な り,＊aweratの 強 母 音 に 先 行す るe

 が 後 接 的 用 法 に よ り,〔W〕 ＞〔V〕の 変 化 以 前 に脱 落 した た め で あ る。 や が て このauraの 語 形 が一 般 化 し,

 auraは 姿 を 消 す 。

（2）Cf.拙 論 「古 フ ラ ン ス語 音 韻 試 論 」 母音Ⅰ,B,語 頭 のA, a）.

（3）無 強 勢 母 音が 消失 し,鼻 音nとrの 間 にdが 挿 入 され る。な お,近 代 語viendrait, viendraiな ど,語 幹

 の 二 重 母 音 は 直接 法 現 在 の語 形 と の アナ ロ ジ ーに よ る。



1） 接 続 法 現 在

-are動 詞 の三 人 称 単 数 の 語 尾 -etは
,語 末 母 音 の消 失 に よっ て -tと な る。

 Guardet>gart 91, tornet>tort 92,  laxet)'lest 305,  *grevet>griet 367,  inodiet>anuit 
367, recordet>recort 436,  demandet>demant 556,  parabolet>  parolt 677, consiliet> 
conseut 759,  adjuttet(aidier)>ait  773(1), ploret>plort 930.

しか し,eが 子 音 を 支 え る母 音 と して 保 持 され る とき は,-tが 消 失 す る。

Tresspasse 274, haite(haitier) 568, atise(aticier) 574.

 Doinst 820は 直 接 法 現 在 の一 人 称 単 数 ＊donyo＞doin（s） とdonet＞dointに 倣 っ て つ くられ た

語 形 で あ る。

 第 二 群 と第 三 群 動 詞 の 一 ・三 人 称 単 数 で は,ラ テ ン語 の 屈 折 語 尾 -eam,-eat;-am,-at;

-iam
,-iatの-a- は一 般 に 〔e〕nとして 保 持 され る。

 Debeam>doie 77  (debeat>doie 569), jaceat>gise 93, cognoscat>connoisse 304,  *me-

nticat>mente 305,  *possiam>puisse 325 (*possiat>puisse 259),  incooperiat>encuevre 
345, intendat>entende 437, audiat>oie 437, placeat>plaise 499, remaneat>remaingne 
524, vivat>vive 552, dicam>die 617 (dicat> die 113),  faciam>face 636  (faciat>face 

536), sapiat>sache 639,  *pendat>pende 667,  videat>voie 843, quaerat>quiere 857.
 しか し,＊siat＞soit 253で は一 人 称 単 数 がsiam＞soie 361で あ る のに 対 して, eが 早 い時 期 に

消 失 して い る。 ＊Ayat＞ait 561も 同様 で あ る。

 第 一 群 動 詞 で は 二 人 称 複 数 の 語 尾 は 直 接 法 現 在 との アナ ロジ ー に よ って,-ez或 は 語 幹 が 口蓋 音

で 終 る と き は -iezと な る。

 Laxetis,  -atis>lessiez 263.

 Guardetis＞gardoiz 139の -oizの 語 尾 は -etisの音 韻 変 化 を と どめ て い る。

 第一 群 動 詞 以 外 で は 二 人 称 複 数 の 語尾 ＊-iatis（＜ -iatis,＜-eatis） は,母 音 が 接 続 す るた めに

i＞yの 子 音 化 に よ って ＊-yatis＞-iezと な り,-atisに 口蓋 音 が 先 行 す る場 合 と同 じ語 尾 に な る。.

 *Siatis>soiez 70,  *voleatis>vueilliez 361.
 2） 接 続 法 半 過 去

 フ ラ ソ ス語 の接 続 法 半 過 去 は ラテ ン語 の接 続 法 大 過 去 に 由来 し,古 フ ラ ン ス語 に は三 つ の型 が あ

り,す べ て 屈 折 語 尾 に強 勢 が 置 か れ 弱 変 化 を示 す 。

 一 人 称 複 数 の 語 尾 -onsは12世 紀 か ら接 続 法 現 在 と の ア ナ ロ ジ ーに よ って -iensと 競 合 し,そ の

後 両 者 の混 合 か ら -ionsの 語 尾 が 生 じる。

 二 人 称 複 数 の 語 尾 は 規 則 的 な音 韻 変 化 に 従 え ば -eiz,-oizで あ るが,こ れ と -ezが 共 存 し,更

に おそ ら く一 人 称 複 数 -iensの 影 響 を 受 け て -iezと な った （2）。

 a） -asseの 型

 Ex.  :  Amassem>amasse,  amasses>amasses,  amasset>amast 216,  amassemus, -umus> 
amissons, -issiens, -issions ;  amassetis, -atis>amisseiz, -issez, -issiez ;  amassent>ama-
ssent.

-er（-ier）動 詞 の 大 部 分 が この 型 に属 す る
。

（1）Aitは 規 則 的 音 韻 変化 を示 すaiut（ ＜ayyudet＜adjutet） の縮 約形 で あ る か （Cf. A. Lanly, Fiches

 de philologie francaise, Bordas,4e ed.,1971, p.67.）,或 は 母 音 -u-はyと の接 触 に よ ってiに 非 唇 音

 化 し,-yyu-＞-yyi-＞-i とな った か,い ず れ か で あ る。 -det＞ -Set＞ -δtは -Stと な る可 能 性 も あ る の で,

 この 場 合 はaistの 語 形 も規則 的 な音 韻 変 化 を示 す こ とに な る。 Cf. Francois de la Chaussee, Initiation,

 p.190.

(2) Cf. Ibid., p. 294 ;  Fouche, Le verbe  francais, p. 344.



 Parlast 215, anuiast (enuier) 414, anuitast (anuitier) 459, ajornast 460, donast 777, 

penssast 784, tornast 890.

 な お,一 人 称 単 数celaisse 623, pensaisse 794, duraisse 804, amaisse 803の -ai-は 全 人 称 に

現 わ れ る 東 部 方 言 で あ り,定 過 去 の 一 人 称 単 数 の 語 形amaiと の ア ナ ロ ジ ー で あ る（3）。

 b） -isseの 型

 Ex.  :  Fecissem>feisse  208(4),  fecisses>feisses,  fecisset>feist 53,  fecissemus, -umus> 
 feissons, -issiens,  -issions  ;  fecissetis,  -atis>fecisseiz, -issez,  issiez  ;  fecissent>feissent.

定 過 去 が 弱 変 化 の -ivi,＊-dedi;強 変 化 の-i,-siの 型 で あ る る動 詞 が,こ の 変 化 に 属 す る。

 Venist 36,  deisse  207(5),  deist 214, tenisse 247,  meist 249, chaussist 281, remainsist 

282,  enqueisse 591,  preisse 777, perdisse 778,  veisse 807, vousist 950.
C）-usseの 型

 Ex. :  Habuissem>eusse 330(6),  habuisses>eusses,  habuisset> eust 50,  habuissemus, 
 -umus>eussons, -iens,  -ions  ;  habuissetis, -atis>  eusseiz, -ez, -iez 64,  habuissent> 
 eiissent.

定 過 去 が 強 変 化 -ui型 で あ る 動 詞 と後 期 ラ テ ン 語 の 弱 変 化 -ui型 の 動 詞 が こ れ に 属 す る。

   Seust 37, peust 51（7）, aperceust 55, seussiez 602, deussiez 767, morust 803.

d) estre 
 Ex.  :  *Fussem>fusse 192,  fusses>fusses,  fusset>fust 805,  fussemus,  -umus>fussons, 

 -iens,  -ions  ;  fussetis,  -atis>fusseiz, -ez, -iez 161,  fussent>fussent.

 6.命 令法

 命令法にはラテン語の命令法に由来す るものと,ラ テン語の接続法を借用す るもの とがある。後

者は後に述べる四つの動詞に限 られ,他 はすべて前者に属する。

 ラテン語の命令形の二人称複数形intrateは,語 尾の -sが二人称復数の指標字 と感 じられてい

たので,ガ リアのラテン語では ＊intratesと な り,そ の結果,直 接法現在の二人称複数intratis

の語末の母音iがeに 開 くと ＊intratesと な り,両 者が同形を成 した（1）。

 第一群以外の動詞でも,二 人称複数は直接法現在 と同形である。

 Dites 84, haez 125, issiez 170, entrez 173, creez 191, penssez 191, alez 266, parlez 

504, enquerez 549.

ラテ ン語 の 接 続 法 に 由 来 す る命 令 形 を もつ 動 詞 は,estre, avoir, savoir, voloirで あ る。

 Sapiatis>sachiez 176,  *siatis>soiez 707.

(3) Cf. G. Moignet, Grammaire de l'ancien  francais, p. 78.
（4） -fssem,issesのiはdormisti,＊dormissemと の ア ナ ロ ジ ー と, fecisti, misistiな どの 語 尾 とdormisti

 の 語 尾 とが類 似 してい る た め に,そ の音 色iを 保 持 した。Cf. Foueh6, Le verbe frangais, p.341.更

 にfecissem＞fesisseが 定 過 去fesis＞feisの 影 響 を 受 け て13世 紀 にfeisseと な った が,14世 紀 に は

 fisseへ と変 遷 し,近 代 語 に至 る。

（5）Dixissem, vidissemな どは,上 述 の 如 く定 過 去 と の ア ナ ロ ジ ー に よ ってiの 音 色 を保 ち,語 幹 のi

 を 異 化 し,deisse, veisseな ど とな った 。 Cf. F. de la Chaussee, Initiation, p.292.

（6） -uisseのiも 初 め ラ テ ン語 の 音 色 を 保 った が,そ の 後 先 行 す るwの 作 用 に よ っ て 〔u〕に 唇音 化 す る。

 Cf.拙 論 「古 フ ラ ン ス語 音 韻 試 論 」 母 音 Ⅱ.3, b）.

（7）Cf.拙 論 「古 フ ラ ンス語 音 韻 試 論 」 母 音Ⅰ. B,注 （46）.

(1) Cf.  Fouche, Le verbe  francais,  p.208.


